第44回　施設処遇検討会議　議事録

H22.3.15　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　出席者：須々田珠実・小笠原嘉紀・馬渕豊子・木村春子　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　末政絵美・福士一・小坂和子・中村文洋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・秋山S.G.M・長谷部S.G.M・上平ユリ子・兵藤拓明・三浦とし子・竹内一貴)　　　　　　

記　録：中村　文洋
議題

１：助川隼人様（青明舎利用者様）の処遇について

２：東海林康之様（青山荘入所者様）の処遇について

３：下町サン子様(青風荘入所者様)　の処遇について

１：助川隼人様（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　

<問題点>

【　就労支援　】

○介入方法

・毎月第1月曜日に定期訪問を行い、訓練状況を確認。

・作業において、事業所ならびに本人より不安な面などが挙げられた際は、その都度作業の同行支援

を行い、本人または事業所へ作業の仕方などのアドバイスを行う。

・空笑などの精神症状が見られる時は状況確認を速やかに行い、主治医へ報告する。その際は関係機関へも情報提供を行う。（みちのく記念病院・八戸保健所・パンションリヴィエラ・うみねこ幸房）

・毎月、自己評価と事業所評価をして頂き、照り合わせと振返りを行う

（評価表は社会適応訓練の評価表の抜粋）

・本人の目標ならびに事業所側での時間延長や日数拡大についての意向をまとめ、目標スケジュールを作成する。
〈評価〉

　　事業所には担当者がいるものの、日によって作業を共にする事業所側のスタッフが異なっている。そのため、本人への統一した対応が取れず、本人は作業に困惑してしまうことがある。作業スケジュールを立案する、事業所スタッフの本人への対応について再検討するなど、計画性と統一性がある支援を図っていく。

２：東海林康之様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：躁うつ病　　　　　　　　　　　　　　合併症　　低血圧症

<問題点>

【　服薬管理　】

○介入方法

・忘薬・誤薬がないか確認し、出来ている場合は、定期的に評価し自信に繋げる。

・ステップアップ時には主治医の指示を仰ぎ、本人への指導も依頼する。また、個別の疾病、服薬指導を行い、服薬の必要性について理解を促す。

・上記内容実施とともに経過を観察し、状況をみて服薬管理の次の段階(服薬チェックシート省略)へと進む

【　生活リズムの安定化　】

・課題を自覚、認識し、取り掛かりまでは自主的に実行できるが、持続性に欠ける為、定期的な面談の機会を持って、動機づけの確立を図る。

・起床時間が安定することで、朝の時間にゆとりを持って行動（散歩も実施）できる為、定時起床できているか定期的に確認し、出来ていない場合は時間設定を変更したり、就床時間を早めるなど時間調整を行う。

・朝の空き時間の過ごし方について、自室外で過ごすなど、臥床しない方法を検討、実行する。

【　健康管理(体重増加)　】

・朝の散歩の習慣化を図る。本人のモチベーションを維持するため、1週間ごとに体重、体脂肪測定し成果を確認、定期的にグラフ化して提示する。

・散歩以外でも本人が興味を持って取り組めるものを引き出し、情報を提供していく。

・自炊時の食事内容を確認、調理指導と並行して栄養バランスや食事量について指導していく。

〈評価〉

　継続した運動に空き易いこと。食事摂取量が大目なことから体重の増加がある。体重を減らすことの目的を明示すること。他職種連携にて、栄養指導を行う等支援を図っていく。また、外泊前と外泊後の体重測定を行うことで、体重増減についての自覚を促がしていく。他者の持ち物をうらやましく思い、衝動買いを行うことがある。

　

３：下町サン子様(青風荘入所者様)の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：便秘症・低血圧症

<問題点>

【　衣類の適切な着用・整理ができない。衣類の収納がうまくできない　】

○介入方法

· 洗濯してもまた同じ洋服を着用する為、交互に着回しして着用していく事を説明し、習慣化できるように支援していく。　　

· 気温にあわせた衣類の着用ができず上着を何枚も重ね着する為、肌着などで調整するよう説明する。

· 色やサイズにこだわり固執するため、衣類には着用順番があることを説明し奇異な感じのない服装を促していく。

· 衣類を丸めてゴミ袋へ入れて仕舞っている為、タンスや衣装箱の利用を説明し一緒に行いながら収納の仕方を伝えていく。

【　洗濯・手洗い等に固執している。　適量の日用品の購入が出来ない　】

○介入方法

· 洗濯機使用日（２日に一度）を守って洗濯を行っていますが、下着のみの洗濯が多い為、上着も洗うよう促して行く。

· 洗濯機・乾燥機の利用について（順番を無視する・他人の物に混ぜて行う）本人と話し合い、間違った行為である事を理解してもらう。守れない場合は声をかけて他者とトラブルにならないよう介入する。

· 頻回に洗顔や手洗いをしている際は声をかけ、洗い過ぎは肌を傷めて炎症の原因になることを説明する。

· 日用品や嗜好品の購入回数も頻回なうえ、使用量も多い為、１日・一週間の目安を決め、使用の仕方について本人と検討・学習する

【　不調の訴えがあり、体調の管理が不十分　】

○介入方法

・　不調の訴えが頻回となる場合にはバイタル測定をし、必要に応じて休んで頂く。
・　過度に飲水が見られる場合には声掛けして、必要に応じてアドバイスをおこなっていく。

〈評価〉

　洗濯の都度、適正量で洗濯をする事が出来ているか迷惑行為（他者の洗濯物に自分の洗濯物を混ぜる・順番を無視する）を行なっていないか確認を行なっていく。

　







